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第 3 章では従来の設計事例を通じて設計過程の分析を行っている O 親水性防波堤設計の事例では CG が設計案の問
題点を発見する道具として使われ，早い段階で設計の修正ができることを示している O 漁港総合整備計画の事例では
設計の初期段階において CG は数多くの代替案の作成を可能にし，ほかのメディアに比べ多様な可能性を探ることが
できることを示している。海岸整備計画の事例では CG だけでなく CG をベースにした多様なメディアを使い代替案
の評価を行い，その結果として，設計関係者の合意形成が円滑に行われることを示している。
第 4 章では港湾の設計事例を考察している。 CG は設計の道具だけではなく発想、の道具としても有用であることを


















(2) CG を設計の道具として用いた海岸域における景観設計の事例を考察し， CG は設計プロセスのなかで様々な
問題点を発見し，それを解決するための多様な代替案を作成でき，代替案を評価することに有用であることを
明らかにしている o そして問題を解決するために必要性に応じた CG 技術の開発が行われ， CG 技術のノウハ
ウや CG を使った設計経験が述べられている o
(3) 蓄積された CG 技術から新たな発想ができ， これまで試みることができなかった設計手法を一つの港埋立計画
に適用することが可能であったことを説明している。そして CG が設計の道具だけではなく発想の道具として
も有用であることを明らかにしている。
以上のように，本論文は，海岸域での景観設計の必要性を述べるとともに，設計事例の分析を通じて CG がその景
観設計に及ぼす影響に着目し，設計プロセスの各段階で CG が果たしている役割と道具としての有効性を明らかにし
ており，環境工学の発展に寄与する所大である o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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